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研究成果の概要：DEA における理論と応用の両面からの展開とその融合研究を行った。ネット

ワーク DEA や不確実性下の DEA、評価指標の開発などの理論的貢献とこれらの成果の多様な分

野への適用による事例研究における応用面での貢献を得ることができた。さらに、国際シンポ

ジウムの開催や外国人研究者の招へいなどによる国際交流の活性化および国内における DEA 研

究の中心的役割を果たすことができた。 
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１．研究開始当初の背景 
包絡分析法(Data Envelopment Analysis; 
DEA)は企業体の効率性を計測するための手
法として 1978 年に Charnes-Cooper-Rhodes
によって提案されたものである。約 4半世紀
を経た現在、DEA は全世界で用いられるに至
り、多くの研究成果が出されている。大学や
研究機関の研究者による理論的研究はもと
より、実務家による応用事例研究も活発に行
われていて、DEA に対する関心は日を追って
高まっている。DEA は共通の入力と出力をも
った多数のユニットの相対的な活動効率性
を、データをもとに評価するものである。そ
こでは効率的でベンチマークとなりうるユ

ニットを検出し、非効率なユニットを効率化
するための改善を具体的に提案することが
できる。DEA 以前はこの分野は主として計量
経済学派により統計的手法を用いて研究さ
れていたが、数理計画法(特に線形計画法)を
ベースとした DEAの出現によって研究の様態
と応用範囲が一変したことは特記すべきこ
とである。理論的研究としては DEA の基礎に
ある公理系の妥当性の検討と展開、新モデル
の開発が盛んに行われている。応用は営利企
業、非営利企業を問わず極めて多岐にわたっ
ている。DEA の研究は欧米やアジア諸国で盛
んに行われており、我が国における DEA の普
及と新たなフロンティアの展開を図るため、



本研究課題では国内外の研究者を組織して、
これまで得られている成果の集大成、境界領
域との接合、応用分野のサーベイと開拓を行
う。 
 
２．研究の目的 
本研究課題は理論研究、応用研究およびその
両者の融合においての展開を図ることを目
的としている。 
(1) 理論研究：データに関する研究、モデル
に関する研究、測定結果の解釈に関する研究
からなる。これらはそれぞれが独立したテー
マではなく、互いに関連しているので、複雑
な様相をもっている。データに関する研究で
はデータのもっているノイズ検出の問題、外
的環境要因による不可抗力的な撹乱の除去
の問題がある。これらは多くの未解決事項を
もっている。モデルに関しては質的変量の処
理、ネットワーク構造の取り込み、望ましく
ない変数（たとえば二酸化炭素、二酸化窒素
等の公害物）の処理、コスト関連効率性、規
模の効率性、範囲の効率性、超効率性、ゲー
ム理論との接合、時系列的データの処理等が
重要なテーマである。測定結果の解釈に関し
ては DMU のランキングの問題、ベンチマーク
の確定の問題、非効率的 DMU の効率化(射影)
の問題がある。今回の研究ではデータのノイ
ズ、環境要因除去の問題、ネットワーク構造
の取り込み、望ましくない変数の処理、コス
ト関連効率性、範囲の効率性、ゲーム理論と
の接合、ランキングの問題を特に重要な研究
テーマとする。 
(2) 応用研究：DEA は元来公共的施設などの
Not-for-Profit 団体の効率性を研究対象と
してきたが、現在では多くの民間企業でも用
いられている。それらに共通していることは
非効率の発見と除去である。今回の研究では
銀行、生命保険、電力、通信、環境、スポー
ツ等を対象として、国際比較、マネージメン
トの非効率の検出等を行い、実務家にとって
有用な政策提言を行いたい。 
(3) 両者の融合：応用研究を進めることによ
って、理論の展開方向が明確になり、理論研
究が進展すればそれを適用する機会が増加
する。DEA の健全な発展のためには両者の相
互作用は欠かせないものである。実際、これ
までも DEAの理論展開の良質な部分は両者の
融合から生まれてきており、今回の研究でも
この点に特に留意する。 
 
３．研究の方法 
理論研究、応用研究の発展ならびに理論と応
用の融合を目的としており、まずそれぞれの
研究者の専門分野での理論研究、応用研究の
遂行とともに、研究会や情報交換によってそ
の促進を図った。応用研究を進めることによ
って理論の展開方向が明確になり、また理論

研究が進展すればそれを適用する応用研究
の機会が増加する効果がある。 
研究会はほぼ隔月に開催し、研究協力者間で
の意見交換や情報交換を行うとともに、異分
野交流、国際交流、産学交流などのための研
究講演も行った。各年度における研究会の開
催数と講演件数は、2006 年度は 6 回 34 件、
2006 年度は 5回 29 件、2007 年度には 5回 31
件であった。また、外国人研究者の招へいも
積極的に行い、研究交流だけでなく人的ネッ
トワークも構築して共同研究などに結び付
けている。 
 
４．研究成果 
(1) 理論研究における成果 
不確実性下における評価モデル、ネットワー
ク構造モデル、多期間モデル、時系列モデル
などに関して多くの成果が得られ、解析方法
や評価指標、応用事例などが報告された。中
でも、Network DEA モデルは変換過程を陽に
取り扱うことを可能にしており、その構造モ
デルを動的モデルや時系列モデルへも展開
することで適用対象を大きく拡げることが
できた。また、変数選択の問題や評価のロバ
スト性などの不確実性・不確定性を扱う問題
や望ましくない変数のある場合の評価法な
どのモデルに関する成果や、スラック基準型
モデルや最小化加法モデルなどの新たな評
価指標やベンチマーク確定などの評価に関
する成果も得ることができた。 
(2) 応用研究における成果 
研究対象となった適用分野は、電力産業、サ
ッカーや野球のスポーツ分野、日本の地方銀
行、自治体病院、産業連関表の分析、化学工
業、鉄道業界、証券業界、オーストラリアの
炭鉱業など多岐にわたっている。国際比較や
経営診断などの解析結果を示している。 
(3) 理論研究と応用研究の融合 
入出力構造を明確にして効率性を評価する
Network DEA モデルを応用研究に適用するこ
とが盛んにおこなわれている。特に、電力産
業への適用では、部門毎の効率性や部門間の
つながりを解析することが可能となり、動的
モデルなどへの展開へと進んでいる。自治体
病院の経営効率性の評価や産業連関表の分
析などへも適用することで、その応用範囲が
拡大している。スポーツ分野への応用では、
選手個々の評価からチームの評価まで、さま
ざまな視点からの評価が行われるが、専門家
の知識を取り入れたり、統計的手法との融合
を図ったりするなどの理論研究への展開も
あった。 
(4) DEA Symposium の開催 
本研究課題の成果発表と国内外の研究者ら
との情報交換の場となるよう DEA Symposium
を毎年開催した。DEA に関する国際会議は欧
米アジアでは開催されていたものの、我が国



では初めての開催であった。各回の研究発表
件数と参加者数は、2007 年(大阪)は 20 件、
31 名、2008 年(東京)は 21 件、56 名、2009
年(大阪)は 23 件、34 名であった。適正な規
模のシンポジウムとなり、講演の後の議論も
活発に交わされ、日本 OR 学会論文誌の特集
号に論文として掲載に至る講演もあり、非常
に有意義なものであった。海外の参加者にも
リピーターがあり、招待講演者からも高い評
価を得るなど、国内外に我が国の DEA 研究を
知らしめることができた。本研究課題による
シンポジュウムの開催は終わることになっ
たが、3 年間の開催を受けて 2010 年には台
湾・佛光大学の孫教授が継続してシンポジウ
ムを開くことになり、本研究課題による活動
が活かされることになっている。 
(5) 国際交流による活性化 
海外の著名な研究者や若手研究者を招へい
し、研究講演会やシンポジウムを通じて、交
流や意見交換を行った。我が国におけるこの
分野の発展や啓蒙に寄与するとともに、海外
の研究者らに我が国における DEAの研究活動
を知らしめることができた。招へいした研究
者は以下の通りである。所属は招へい時のも
のである。 
· William L. Weber (Southeast Missouri 
State University, USA) 2006.10.9-10.21 

· H. David Sherman (Northeastern Univer-
sity, USA) 2007.2.11-2.28 

· Barak Edelstein (University of Toronto, 
Canada) 2007.2.16-2.23 

· Alics Shiu (Hong Kong Polytechnic Uni-
versity, Hong Kong) 2007.2.17-2.24 

· Jeong Dong Lee (Seoul National Univer-
sity, Korea) 2007.2.18-2.21 

· Po-chi Chen (Chung Hua University, 
Taiwan) 2007.2.18-2.21 

· Joe Zhu (Worcester Polytechnic Institute, 
USA) 2007.5.19-6.18, 2009.1.11-1.16 

· Yao Chen (University of Massachusetts, 
Lowell, USA) 2007.5.19-6.18 

· Andrew L. Johnson (Texas A&M University, 
USA) 2007.5.24-6.14, 2008.7.7-7.25 

· Shinn Sun (China University of 
Technology, Taiwan) 2008.2.15-2.20 

· Tony Flegg (University of the West of 
England, UK) 2008.2.15-2.22 

· Honghui Deng (University of Nevada, Las 
Vegas, USA) 2008.2.16-2.20 

· Yinsheng Yang (Jilin University, China) 
2008.2. 16-2.21 

· Nguyen Khac Minh (National Economics 
University, Vietnam) 2008.2.17-2.21 

· Victor Podinovski (The University of 
Warwick, UK) 2009.1.8-1.17 

· Timo Kuosmanen (MTT Agrifood Research, 
Finland) 2009.1.9-1.17 

· Joseph C. Paradi (University of Toronto, 
Canada) 2009.1.10-1.17 

· Lawrence M. Seiford (University of 
Michigan, USA) 2009.1.10-1.17 

· Mette Asmild (The University of Warwick, 
UK) 2009.1.10-1.17 

いくつかのテーマで招へい研究者との共同
研究が行われており、これまでに雑誌論文 8
件、学会発表 6件、図書 1件が発表されてい
る。この他にも現在いくつかの共同研究が進
行中である。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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data adjustment approach of DEA, Jour-
nal of the Operations Research Society 
of Japan, 掲載決定, 査読有 
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erties, European Journal of Opera-
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607 (2009), 査読有 
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sis, vol. 28, pp. 151-163 (2007), 査
読有 
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surement in an enhanced DEA framework, 
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bustness of DEA efficiency by 
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model－An application to soccer play-
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slacks based measure approach,日本OR
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の比較－自治体病院を例に－, 日本OR
学会 2008 年秋季研究発表会, 2008/9/11, 
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